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「地域と連携！ 

みんなの蔵王祭～協力・喜び・感謝～   

本校は、全校生８０名の小規模校ですが、それを取り巻く PTA、

そして地域住民で組織する後援会と、共に学校教育への関心は高

く、学校行事への参加、支援・協力は大きなものです。 

１1 月１日（土）には、地域の方と一緒に実りの秋を楽しむ  

「蔵王祭」を行いました。当日はあいにくの雨となりましたが、

皆で協力しながら予定通り、学校農園で作った野菜と学校教育田

で稲刈りをした米を使って、西校汁とおにぎり作り、餅つきを行

いました。子供たちは、準備から調理、会食、片付けと地域の方

と一緒に行いながら、日頃お世話になっている感謝の気持ちも伝

えられるよう、みんな一生懸命に活動しました。 

地域の方とふれあい、交流を深め、地域の人々との連帯感を改

めて感じることができた素敵な秋の一日となりました。 

（地域連携重点推進モデル校：下野市立吉田西小学校） 

      

文化芸術による子供の育成事業 

（巡回公演事業・芸術家の派遣事業）    

 今年度も文化庁主催の文化芸術による子供の育成事業（巡回公

演事業・芸術家の派遣事業）が実施されました。実施校におい

ては、毎回大変好評をいただいております。 

平成２７年度の「巡回公演事業」は、下都賀地区が優先地域、

「芸術家の派遣事業」は、県内全域が対象となっております。

本物を体験できる素晴らしい内容ですので、ぜひ、多くの子供

たちに体験してほしいと願っております。 

   

      
＊今年度の「芸術家の派遣事業」の実施校の様子 
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  ふれあい学習推進会議に参加して・・・。 
この会議では、各市町の公民館や学校での活動や課題を担当者から直に聞くことができるため、大変参考になっていま 

す。その後、会議の内容をセンターのミーティングの時に報告し意見を交換したり、県内の中間支援センター職員と情報を 

共有したりしています。 

私は、これからも青少年にかかわる NPO がどんな問題を抱え、どのような活動をしているのか具体的な例をあげて情報 

を提供し、ふれあい学習推進会議で共有したいと思います。 

そして、ふれあい学習の実践により、青少年の健全育成に無関心な人たちの意識を少しずつ変え、地域で子どもを育む 

環境がより良くなるよう努力したいと思います。   

（とちぎ市民活動推進センター「くらら」 副センター長 中村絹江 氏） 

 

小山市 野木町 

第９回小山市青少年健全育成大会 

11 月 15 日（土）、小山市立文化センター大ホールにお

いて、市制 60 周年記念第９回小山市青少年健全育成大会が

開催されました。    

大会は青少年の主張作文コンクールとアトラクションの

２部構成で、主張作文コンクールでは小学 6 年生から高校

生までの 13 名が日頃の思いや将来の夢などを力強く発表

しました。アトラクションでは、「青少年による自由パフォ

ーマンス」と題し、小山城南高等学校書道部による書道パフ

ォーマンスや市内在住・出身の高校生・大学生による歌やギ

ター、マリンバ演奏等が披露されました。  

来場者からは、「子どもたちのしっかりした考え方に感動

した」「小山の若者たちからパワーをもらい、自分も頑張ろ

うという気持ちになった」等、多くの称賛の声が寄せられま

した。次代を担う青少年の今後益々の活躍が期待されます。          

  

太鼓、（おはやし）教室【祭りばやし】 

野木町には、古くから伝承されてきたお囃子の文化があ

ります。そのお囃子を次世代の子どもたちに継承するため

に、太鼓（おはやし）教室が企画されました。 

この教室は平成２５年度から開催され、町内のお囃子保

存会の方々が講師を務めています。子どもたちは鼓を使

い、「祭りばやし」という曲目を練習します。練習は松原

コミュニティーセンターで行われ、今年度は６月から１１

月まで実施されました。 

 参加している子どもたちは、皆が一生懸命に練習をして

いるため、短期間の練習にもかかわらず、すぐに上達して

いました。また、１１月９日（日）の産業祭では、子ども

たちが日頃の練習の成果を披露し、会場を盛り上げてくれ

ました。 
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